
タイ国のマングロープ林

中須賀常雄

タイ闘の国土面積は 514，000km2で，その 39%にあたる 200，000km2が森林耐積と

されている。森林面積のうち 170，000km2が生産林で，マングロープ林は全森林面積

の1.43%， 287，000 haを占めているにすぎなし、。タイ国の森林商積はこの 20年聞に

約800万ha，比率にして 14%が減少している。マ ングロープ林も例外ではなく，種

々の開発によ って急激に減少しており，その取り扱いが問題となっている。筆者は東

京農業大学総合研究所の杉 二郎博士を中心とする調査グループに参加させて頂き，

1981年と 1984年に約4か月程タイ国のマングロープ林を調査する機会を得た。その

f 際に収集した資料及び調査結果
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図-1 "7ングロ}プ林の分布

林について紹介する。

1. マングローブ林の分布

マングロ ープ林は海水または

汽水の冠水する立地に成立する

特殊な森林である/が，タイ国で

はシャム湾の奥部沿岸と半島部

の東西両沿岸に分布している

(図ー1)。林野局はその分布域を

4地区に区分しており，第 l地

区は南東部，シャム湾、東部に位

置する Chachoengsao，Chon-

buri， Rayong， Chantaburi及

び Traclなどで，海岸線長が約

515 km，マングロ 一y

は約4必2，000haてmある。第2地区

はγャム湾上部沿岸の Samut
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Prakarn， Samut Sakorn， Samut Songkramの各県に分布しており，海岸線長は約

116km，マングローブ林面積は約 33，500haである。第3地区はシャム湾の両岸で，

Phet-buri， Prachuapkhirikhan， Chumphon， Surat thani， Nakornsuri-thamarat， 

Songkhla， Pattani，及び Naratiwatにわたる広い地域に分布しており，海岸線長は

約 1，250km，マングロープ林の面積は約33，800haである。第4地区は半島部西側，

アンダマン海沿岸で， Ranong， Phang nga， Krabi， Trang及び Satunの各県に分

布しており，海岸線長は約 71Okm，マングロープ林の面積は約 178，000haである。

マングロープ林の構成種として， Dr. T. SANTISKは43科74種をあげているめ。そ

の主なものは Rhizophoraceae(ヒノレギ科)の Rhizophoraapiculata， R. mucro-

nata (ヤエヤマヒノレギ)， Bruguiera gymnorrhiza (オヒノレギ)，B. parviflora， B. 

樹種/待状区分、

表-1 "'ングロープ主要樹種の布:状分布

V 

Sonneγatia alba 

Avicennia alba 

A. marina 

Rhizoρhora aρiculata 

R. mucronata 

Bruguieγa gymnorγhiza 

B. cylindrica 

B. hainesii 

B. 1うarvifiora

B. sexangula 

Kandelia candel 

Lu仰?

L.γacαe仰，押m舟zosa

Xylocaゆusgranatum 

X. moluccensis 

NYlうafruticans 

Ceγiops tagal 

C. decandra 

Excoecaria agallocha 

Heritiera littoralis 

Hibiscus tiliaceus 

Thespθszaρo仰lnea

E VI 皿 N 
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注) 文献5より作成
帯状区分(文献 7)

1 :月に 56"，62回冠水

田: 月に 20"，45回冠水

V: 月に 2凹以 トー活水

ll:月に 45"，59回冠水

IV: 月に 2"，20回冠水

VI:海浜林，湿地林
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cylindrica， B. hainesii， B. sexangula， Kandelia candel (メヒノレギ)， Cerioρ.s ta-

gal， C. decandra， Verbenaceae (クマツヅラ科〉の Avicenniaalba， A. marina 

(ヒノレギダマシ)， Sonneratiaceae (マヤプシキ科〉の Sonneratiaalba (マヤプシ

キ)， S. ovata， S. griffithii， Meliaceae (センダン科)の Xylocarpusgranatum 

(ホウガンヒルギ)， X. moluccensis， Combr巴taceae(シクンシ科)の Lumnitzera

littorea， L. racemosa (ヒノレギモドキ)， Palmae (ヤシ科〉の Nypafruticans (ニッ

パヤシ〉 などで， その他に Ba門的:gtoniα 問 cemosα(サガリパナ)， Clerodendron 

inerme (イボタクサギ)， Excoecaria agallocha (シマシラキ)， Heritiera littoralis (サ

キシマスオウノキ)，Hibiscus tiliaceus (オオハマボウ)， Pandanus odoratissimus 

(アダン)， Thespesiα toρulnea (サキシマハマボウ〕などをあげている O この中で

特に重要な樹種はヒノレギ科の Rhizothora apiculata， R. mucronata， Bruguiera 

gymnorrhizaである。

マングロ ーフ守本には普通帯状構造がみられるが，タイ凶のγ ングロ ープ林の樹種別

分布を表一1に示した。これらの帯状構造はマングロープ林の分布する地域において，分

布域の広狭，樹種の多少はあると しても基本的には同様の配列パタ ーンとなっている。

2 マンク ローブ材の利用

マングロ ープ材は伐採量の 90%以上が製炭用に利用され，一部は杭や漁業用に使わ

表-2 県別マングロープ林の状況

県別 伐区数 利用蓄積 (m3jha) 面積 (ha)

半島部

Ranong 27 23.74 23，675 

Phang nga 109 14. 76 39，699 

Krabi 76 12. 18 31，033 

Trang 44 13.21 22，575 

Phuket 3 8.33 1，479 

Satul 37 12.89 28，466 

Chumpon 4 7.40 7，111 

Pattani 9.21 752 

I拘束部

l~ayong 2 1. 50 2，278 

Chantaburi 4 3.57 12， 159 

Trad 3 3.83 7，425 

一一一 一 一一一一

合 計 310 176，652 

法) 文献 1より作成
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表-3 "ングロープの木炭利用状況

m )]IJ 炭窯数 木炭生産量
伐区当たり 炭窯の 炭用材
平均炭窯数 平均容量 使用量

一一一一一一
(m8jyr) (m8) (m8jm2jyr) 

Chumphon 13 6， 764 3 42.4 0.56 

Ranong 205 96，250 8 194.6 14. 19 

Phang nga 231 111，042 2 176.8 7.93 

Krabi 303 86，487 4 115.6 9.06 

Trang 229 47， 720 5 118.3 9.25 

Stul 240 44，935 6 184.3 11. 50 

Phuket 6 2，304 2 158.3 5.12 

Pattani 3 1，516 3 110.5 3.50 

Chantaburi 2 193 8 191. 4 2.00 

Rayong 14 5，459 8 68.8 0.50 

Trad 10 2，593 3 185. 1 1. 81 

合計 1，256 405，268 

平均 4.4 140.6 5.95 

注) 文献 1より作成

れている。県別の7 ングロープ林の利用状況を表 2，3に示した。Ranongから Satun

に至る半島部西側，アンダマン海沿岸域の林が利用可能蓄積量及び木炭生産量とも大

である。タイ閏のマングロープ材の生産は Concession方式で行われており，林野局

は1967年それまでの傘伐伐採方法を交互帯状皆伐方法に変更しているが， 過伐がそ

の主要因とみられる。伐採区は40m幅で，その中の胸高周囲吋 15cm以上の個体が

皆伐され，林分蓄積量の半分にあたる皆伐区は 15年間で皆伐される。残り半分は次

の15年聞に皆伐されるので全伐採は30年間で行われることになる。更新は天然更新

で落下した種子が伐区外に流出しないように伐採区は流路と 45。の角度で設定される

ことになっている。伐採1年後の帯状区調査で 1m2当たり 1本以上の稚樹があれば

更新完了と し，そうでない場合は Rhizophora胎生芽を 1.5mX1.5mに1本の植込

みを行うことになっている。これらの管理は林野局の34箇所のマングロ ープ担当区

によって行われており，その担当区は南東部には2箇所で，残りは半島部に設置され

ている。これはマングロ ープ材生産の95%以上が半島部西側，アンダマン海沿岸で行

われているためで，Ranong， Kapoe， Phang nga， Krabi， Trag， Satunなどが重要

な生産地である 6

最大の生産地である Ranongでの現場の様子を紹介する。比較的人手の入っていな

い Rhizophora林で漁村の保護林として残された林分の主要樹種である R.apiculata 

吋Rhizophoraspp 場合，支柱根の 30cm上部の周囲(写真一1)
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の大きい個体は直径 60cm，樹高 35mにも達

する(写真 1)。製炭用材は主に Rhizophora属

と Bruguiera属が利用されており，マングロ

ープ林の帯状区分からみると，マングロープ林

前面部のこれらの樹種帯が主に伐採されている

ことになる o マングロープ林の伐採は斧で行わ

れていたが，近頃はチェンソーが導入されてお

り，そのため伐採が強度になっているようであ

る。搬出は舟を使って満潮を利用して行われて

いる(写真ー2)。マングロープの分布地は遠浅

で干満の差が比較的大きいため，搬出用ボート

には工夫がしてあり，エンジン自体を回転させ

て方向転換をしたり，浅い所ヘボートをもって

ゆけるようにプロペヲが上下できるようになっ

ている。伐倒された木はその場で約 2.5m位に

写真一1 Rhizothoraゅiculata の ヨミ切りされ，ボートで炭焼工場まで運搬され
直径測定。支柱根高が 2m

る。マングロープ材はいわゆるシンカーである
以上もある 刊

(Ranong， Hatsaikhao) が，浮力を利用し斧を “トビ口"のように利用

して上手に作業しているが，多くの労力を要L

写真一2 ~ングロープ材のボートによる運搬，水辺
の林がマ Yグロープ林。エンジン自体が上

下，左右に動く。 (Ranong)

ている。運搬してきた丸太は

炭窯の近くで皮をはぎ，水中

に貯木される。炭窯に材を立

込む時は“ロンチュー"と呼

ばれる親方の指示で大 ・小径

材を組合せてすき聞がないよ

うにつめ込んでいる(写真

3)。一窯焼き上げるには40~

45 日を要し年間 8~12 回焼

くとのことであった。口火に

は炭材に利用しない E:rcoe-

caria agallocha (シマシラ

キ)， Xylocarpus granatum 

(ホウガンヒノレギ)を利用していた。焼き上がった木炭は窯からとり出し，棒でナこた

いて小さく砕き，竹かごにつめてトラックで搬出していた(写真-4)。写真の竹かご

l個が40ノ;ーツ(約400円)で， 一窯で 1回凡そ 2，000かご分が焼けるとのことで

ある。

ダイの人々の生活では炭が上手に利用されており，町の食堂でもそう待たされるこ

ともなく食事ができるし，“ベッサ"と呼ばれる魚料理は魚のかたちをした鍋があり，

6 熱帯林業 No.3(1985) 



それに合った七輪があり，火

力は空気口の開閉で調節し，

食べ頃になるまで話しがはず

むといった具合である。木炭

を利用していると聞くとさぞ

かし不便な生活だろうと思う

が，それなりの生活の知恵が

生かされており，生活のテン

ポを合わせれば思う程不便で

はないものである。

Ranong地区の比較的人手

の入っていない と思われる

Rhizゆhora林(写真一1の付

近)で調査を行った。調査林

分の直径分布をみると(凶-

2)，直径 14~30 cm 問の個

体数が少なく ，炭用材として

利用されているものとみられ

る。また，構成樹種等を表ー4

に示したが，このような林分

は残り少なくなってお り保護

林の設定が望まれている。

おわりに

タイ国の森林はこのところ

写真一3 "ングロープ材の立込み時の運搬，4人で運

ぶ大径木もある。後のボートは近くの貯木

場から皮なし丸太を運んでいる (Ranong)

写真-4 木炭の竹かごへのつめ込み作業，働いてい
急激に減少しているが，

る人はどルマの人が多い。 (Ranong)
グロープ林もその成立地が特

務~とはいえ例外ではなし、。最近の人口の都市集中化に伴い農山村では自給していた

燃料材は全森林面積の僅か 1%しかないマングロープ林の商品化された木炭にかかっ

てきている。林野局が 1967年にそれまでの傘伐方法から交互帯状皆伐方法に変更し

たのも過伐を防く、、のがその主目的であったと考えられるが，その効果があったように

は見受けられなかった。タイ側では集運材の技術援助を日本にもとめているとのこと

であるが，チェンソ ーの導入が過伐の結果をうみ，斧の時には母樹として残っていた

大径木も伐倒され，更新に対する考慮もあって伐採方法の変更をもたらしたとも考え

られる O 今後の伐木 ・集運材技術の先行は過伐の加速度化を招くことも考えられるの

また，錫のJ剥屈による直接の伐採，水流選別に伴う土砂の流出堆積，i替の整備，道路の

開設及び養魚場の造成等，マングロープ林を圧迫する要因は大きくなっており，その面

積も急速に減少している。このよう にタイ国のマング ロープー林は最的にも質的にも急
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調査区の林分構造表-4

断商積 木数
(m2jha) (no.jha) 

20. 78 985 

0.03 13 

0.68 110 

0.30 83 

2.05 15 

0.01 5 

0.05 25 

0.02 5 

0.05 5 

平均樹高
(m) 

RhizOlうhoraapiculata 

Rhizoρhoγa mucγonata 

Bruguiera gymnorγhiza 

Bruguiera cylindrica 

BruguieグGρarvifiora

Ceγiops tagal 

Ceグioρsdecandra 

Intsia sp. 

Heritiera littoralis 

10.57 

7.02 

14.38 

8.75 

9.04 

6.80 

6.54 

8.85 

12.62 

平均直径
(cm) 

11. 1 

5.6 

15.0 

6.6 

6.4 

4.9 

4.8 

6.5 

10.8 

種村t

1245 20.98 10.64 10.9 白雪一
一日

えh
日

激に変化しているよ うで， そ

の対策が急務ど感じられたの
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